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巻 頭 言

巻頭の言

情報通信研究機構 未来 ICT研究センター 宮 内 哲

近年，「脳科学」あるいは「脳科学者」という言葉に，一昔前の催眠術や精神分析と同じような危うい響
きを感じるようになったのは私だけでしょうか？ この危うい響きは何なのか？ 突き詰めていくと，ど

うしても「学と術」あるいは「基礎研究と応用研究」の問題に突き当たります．10年前に，「生理心理学
と精神生理学」という学会誌で，fMRI，MEG，NIRS等の非侵襲計測法の原理と長所・短所を解説し，
ついでに「学と術」について，以下の文章を書きました．
「最近の生理心理学会では，『生理心理学』というよりは『生理心理術』，あるいはBrainless Psychophys-

iology とでも言うべき，実際面への応用を意識した発表が目立つ．もちろん実際面への応用ができれば，
それに越した事はない．しかし基礎があっての応用であり，基礎を忘れて応用にのみ走った学問に発展
はあり得ず，いつしか『学』から『術』となり，やがて術の効用がなくなるとともに消滅する．中世に

おいて隆盛を誇った錬金『術』が現在の化学の祖となりえず，いつしか忘れ去られたように．（中略）自
問してみてほしい．我々は大学の心理学科に入って，さまざまな心理学の分野の中から何故生理心理学
を選んだのか？ 質問紙によるテストや，実験演習で行った心理実験の主観的判断の曖昧さに失望して，
ヒトの心・行動を被験者の overtな反応だけではなく，生理的指標，すなわち脳の活動との対応の中で
客観的に探求していこうと思ったからではないのか．そのための手段として，例えば脳波や皮膚電気反
射を研究し始めたのではなかったのか．少なくとも著者はそうである．それがいつしか手段が目的化し，
指標そのものの研究や応用的な研究にかたよってきている．（後略）」1)

この文章を書いた時は，私の中では明らかに「術」を「学」より下に位置づけていました．この考え

を改めさせられたのが，作家・精神科医の，なだ いなだ氏の以下の文章です．
「日本では学術という言葉があるにもかかわらず，術は，軽蔑されるほどでなくとも，下に見られてき
た．職人は伝統的に学者より下の扱いだ．医学の分野でも，動物を使って実験し，業績をあげた人の方
が認められやすいし，臨床一筋の人が教授として迎えられることはまれだ．だが術は学と同じくらいの

価値を認められてしかるべきだ．学は正しいか，間違っているかの上に成り立つ．術は上手いか下手か
の問題だ．学問的発見は，しばしば運に左右される．しかし術は，経験によって着実に上達する．術は，
持って生まれたセンスに左右される部分もある．（中略）学は術に支えられているし，またいかなる学も，
術を通さなければ患者に伝えられないから，二つは医療の実践の上で，ほぼ車の両輪のように，同等の

価値が認められていた．学と術は，音楽の世界の，作曲家と演奏家の関係に比較すれば分かりやすいだ
ろうか．」2)

「学と術は，音楽の世界の，作曲家と演奏家の関係に比較すれば分かりやすいだろうか．」これは名言で
す．これで私の頭の中での「学と術」の関係は，ずいぶん明確になりました．ただ，この「学と術」の

関係をそのまま「基礎研究と応用研究」の関係に当てはめていいのか？ まだ何かが足りない，という疑
問がくすぶっていました．この疑問を明快に解き明かしてくれたのが，科学技術文明研究所主任研究員
の 島次郎氏の以下の文章です．

「（前略） 日本の科学技術政策では近年，有用性が最重視されています．科学が産業や医療の役に立つ
限りにおいて，国として推進するという考え方です．しかし科学の必要性は，有用性では計れません．あ
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る現象について，なぜどのようにそうなるか知りたいのが科学です．科学の必要性とはそれを知るため
に何が必要かということです．（中略）社会が科学に望むことは，実利や倫理だけではないはずです．た

だ知りたいことを究明するという科学本来の営みを一般人も価値あるものとし，支持することができま
す．国の科学予算もそうした真摯な営みなら認めようという観点で考慮されてもいいと思います．科学
に携わる側も，目先の有用性ばかりを言うのは慎まねばなりません．役立つかどうかだけが科学の価値
ではないことを社会に説明すべきです．ES（ヒト胚性幹）細胞研究は，再生医療のため，と強調されま
すが，生物の発生，分化のしくみを極める地道な基礎研究こそが科学の必要性です．有用性に引きずら
れると，科学は本来の道を外れ，科学政策は産業政策，経済政策と化してしまう．科学を公共事業にす
るなということです．」3)

最初の問題に立ち戻ると，「脳科学」という言葉が持ち始めた危うい響きは，本来，車の両輪であるべ

き基礎研究と応用研究が，近年の応用研究重視の風潮の中で，いつの間にか応用研究の片輪が先走りし
てしまった事に端を発していると考えます．「学と術」，「基礎研究と応用研究」について，かれこれ 10
年以上考えてきて，最近出版された本の一章の最後に，私が専門としている非侵襲脳機能計測と関連づ
けながら，現時点での私なりの結論として，次のような文章を書きました．

「最後に，非侵襲脳活動計測と脳機能研究について，皮膚電気活動（EDA：Electrodermal activityあ
るいはGSR：Galvanic Skin Response）を用いた嘘発見を例に引いて考えてみたい．嘘をつけば EDA
が出現する．EDAは交感神経系によって支配されている汗腺の活動であり，嘘をついた事による精神的
緊張に伴う交感神経系の興奮によって出現する．それでは EDAが出現した時には，必ず嘘をついてい
るか？ 答えは NOである．EDAはあくまで交感神経系の活動の一指標であり，深呼吸をするだけでも
出現し，嘘に対して特異的に出現するわけではない．（中略）そもそも，『嘘』という行動は，心理学的
に考えれば記憶と情動の問題である．われわれがなすべき事は，嘘という行動と生理学的指標との表面

的な相関関係を調べる事ではなく，生理的な指標を用いて記憶と情動のメカニズムを調べ，そこからの
演繹として嘘という行動を説明することである．fMRIで直接脳活動を計測する場合も同じである．特
定の精神活動・行動と特定の脳領域の活動の間に相関を見つけても，それだけでは十分ではない．研究
対象としている心理現象が，その生理学的な基礎としての脳の情報処理過程の中のどこにどのように位

置づけられるかを，活動が認められた脳領域及び関連する脳領域の神経生理学的な知識に基づいて考察
していくべきである．」
引用文の羅列でまとまりのない文章になってしまいましたが，巻頭の言としてふさわしいかどうかは
ともかく，問題の趣旨はわかっていただけると思います．神経回路学会の会員の皆さんは，この問題に

ついて，どうお考えでしょうか？
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